
公的年金制度のしくみと加入する年金の種類

日本の公的年金制度は、２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入する国民年金（基礎年金ともいいます）と、会社員や

公務員の方が加入する厚生年金の、２階建て構造になっています。

令和5年2月20日からスマートフォンアプリを使用した電子（キャッシュレス）決済での納付ができるようになりました。

決済の流れなどご利用方法については、日本年金機構ホームページ

（QRコード）をご覧下さい。

国民年金だより№179

高齢者・保険課　国保年金係　☎72-2101（内線324）

岡谷年金事務所　　☎23-3661

厚生年金

国民年金（基礎年金）

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者
自営業者、 学生など 会社員、 公務員など

第2号被保険者に
扶養されている配偶者

※国民年金保険料は、 厚生年金
保険料として給料の中から徴
収されますので、 ご自分で納
める必要はありません。

※国民年金保険料のお支払いは
不要です。第2号被保険者の
給料からの徴収もありません。

会社員・公務員の方は、 ２つの年金

制度に加入していることになります。

※月額16,520円 （令和5年度）
納付書・口座振替・クレジット
カードなどで納付できます。

こんなときは、加入する年金の種類が変わるため、市役所へ届出が必要です

国民年金保険料がスマートファンアプリで納付できるようになりました

どなたが こんなとき 届出に必要なもの

第2号被保険者 60歳になる前に会社などを退職したとき 離職証明など退職日が確認できる書類

第3号被保険者

●	配偶者が退職したときや、離婚や収入増により配偶者の加入
する健康保険等の被扶養者でなくなったとき

扶養喪失証明など喪失日が確認できる書類

●配偶者が65歳に達し、年金を受ける資格が生じたとき

第1号被保険者 日本から出国するとき、または海外から入国するとき

届出に共通して必要なもの

ご利用に必要なもの 対象決済アプリ

こんなときは勤務先でのお手続きが必要です

どなたが こんなとき

第1・3号被保険者 60歳になる前に就職して厚生年金に加入したとき

第1号被保険者

●配偶者の就職により健康保険等の被扶養者となったとき

●	結婚や収入減により配偶者の加入する健康保険等の被扶

養者となったとき

第3号被保険者 配偶者が転職したときや、配偶者の加入制度が変わったとき

第2号被保険者 退職して配偶者の加入する健康保険等の被扶養者となったとき

●届出をする方の本人確認書類

①顔写真のついたものの場合は1点

②顔写真のないものの場合は2点

（保険証、通帳、キャッシュカード、年金手帳、学生証など）

●被保険者のマイナンバーまたは基礎年金番号がわかるもの

①納付書　　　　　　　　　

②スマートフォン

③決済アプリ

au	PAY PayB d払い PayPay

日本年金機構　スマホ決済
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問い合わせ

高齢者・保険課　国保年金係

☎72-2101（内線322・323・325）

２０２３年４月より出産育児一時金の金額が５０万円に増額されます

対象者

出産育児一時金の支給額

1 2

申込期間

近年、出産費用が年々上昇するなかで、平均的な標準費用を賄えるようにする等の観点から、2023年４月以降の出産

に対し、給付額が４２万円から５０万円へ増額改定されることが決まりました。

※	産科医療補償制度とは、出生した子が脳性麻痺となり、一定の障害状態となった場合の補償制度で、分娩を取り扱う

医療機関等が加入します。

●出産の日に茅野市の国保に加入されている方。

※	他の健康保険に（被保険者本人として）1年以上加入していた人が資格喪失から半年

以内に出産した場合、以前加入していた保険から一時金が支給されることがあります。

この場合、国保からは支給されません。

国保に加入している方が妊娠１２週（８５日）を超える出産（死産含む）をされた場合、出産育児一時金が支給されます。

原則として、茅野市から分娩機関に直接支払われます。

産科医療補償制度（★）に加入している分娩機関で、在胎週

数22週以降に出産（死産含む）の場合

500,000円 488,000円

１以外の出産の場合

★	分娩機関が産科医療補償制度に加入しているかどうかは、

直接分娩機関にお問い合わせください。

出産日の翌日から２年間

産科医療補償制度の加算対象の場合 産科医療補償制度の加算対象外の場合

現行 42万円 40.8万円

2023年4月1日から 50万円 48.8万円

出産日 1年 2年

申込期間
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